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NAGOYA DIAMOND DOLPHINS Club philosophy

ご挨拶

日頃より名古屋ダイヤモンドドルフィンズにご支援・ご声援を賜り、厚く御礼申し上げます。
ドルフィンズを支えてくださった全ての皆さまに、まずは感謝申し上げます。

2020年に始動した「ドルフィンズスマイル」の活動も4シーズン目を迎え、引き続き最重要経営課題と認識し、
多くのファンの皆さま、協力・連携機関様と共にドルフィンズコミュニティが笑顔になれる活動に取り組んで
参りました。

日本代表選手3名を選出したドルフィンズスマイルアンバサダーも2年目を迎え、それぞれの選手が各プロジェクト
内容をより理解しながら、自身でも発信や企画を行うなど、より主体的に取り組み、ファンの皆さまにも
お力添え頂きながら進めて参りました。

「気候変動」ではCO2削減を目的とした移動手段活用にファンの皆さまと取り組み、8割を超すお客様が
「環境に配慮した移動手段を検討したい」と回答されました。また、お客さまの関心が高かった「防災」に
関してもクラブとして新たに取り組みました。
「子ども支援」COCOプロジェクトでは、子ども食堂に新米を届ける「ドルフィンズ米プロジェクト」を発足
してから2度目の田植えを実施し、本年も子ども達に新米をお届けすることが出来る見込みです。
「女性活躍推進」では引き続き地域の女性リーダー表彰を実施することができました。

とくに、SDGs最重要項目とされる気候変動問題に対し、国連スポーツ気候行動枠組み新基準への署名
団体として、引き続き世界の約300のトップスポーツ団体とも足並みを揃え、CO2排出量計測削減とともに、
今後も啓発活動を継続し、未来の子ども達へ地球を守る活動に尽力する所存です。　
名古屋ダイヤモンドドルフィンズは、今後も「ドルフィンズスマイル」の活動を通して、地球環境を守り、苦しい
状況にある人々に勇気を与え、安心安全な地域社会づくりに貢献するための様々な活動に取り組みます。
地域の課題やニーズに対応しながら、ファンの皆さまのお声にもお応えする形で、選手も参画し継続的に
実施していく予定です。

今後もドルフィンズコミュニティの皆さまが笑顔になれますよう、スポーツの力を活用し、社会的責任を
果たしていく所存でございますので、引き続きのご支援ご協力のほどどうぞ宜しくお願い申し上げます。

名古屋ダイヤモンドドルフィンズ株式会社
代表取締役社長

山下　雄樹

名古屋の誇り（シンボル）となるドルフィンズ。
地域の未来社会に貢献。

”Dream of NAGOYA”（名古屋の夢を拓く）
夢を追いかけ、限界を超えるべく、ひた向きに戦う。

「 DO,RED. 」

クラブ方針

造語で「赤にする＝赤に染めていく」という意思と、
“DO”lphins REDという2つの意味を込めている。選手・
ファン・名古屋の人 ・々街を、ドルフィンズレッドの「情熱・
強さ・勢い」で赤く染めていく、夢の実現を目指す。

Mission

概要について SDGsとは 活動内容 協力・連携機関一覧 主なメディア掲載一覧
ご挨拶
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概要について
SDGsとは 活動内容 協力・連携機関一覧 主なメディア掲載一覧ご挨拶

～PLANET, PEOPLE AND PEACE～「オフコートの3P」アクション

ドルフィンズ
スマイルの
詳細はこちら

ドルフィンズは、世界で最重要課題となっている地球環境・気候変動（危機）問題へ一丸となって取り組み、
環境に配慮した事業運営に努め、またファンとともに地球環境に貢献するための活動を継続的に実施して
まいります。

ドルフィンズは、地域社会において、弱い立場、苦しい状況にある人 に々支援の手を差し伸べ、人権・ダイバーシティ
等に関する人的環境の改善に取り組みます。また、経済的・社会的に恵まれない境遇にある子どもたちや、
苦しい状況にある人々に笑顔や希望を届け、より多くの方々が健康で豊かな生活を送ることができるよう
サポートします。

ドルフィンズは、地域社会の人々が安心して暮らせるまちづくりに貢献します。また、防災・減災の意識向上の
ための活動に従事します。

気候変動プロジェクトアンバサダー #2 齋藤拓実 選手

子ども支援COCO(ここ)プロジェクトアンバサダー #8 張本天傑 選手

女性活躍推進プロジェクトアンバサダー #11 須田侑太郎 選手

“Dolphins Smile”は、名古屋ダイヤモンドドルフィンズが、地域への
感謝の気持ちとして実施する社会的責任イニシアティブで、
「オフコートの３P」をコンセプトに、ドルフィンズコミュニティが
笑顔になれるよう、さまざまな社会貢献活動をリードします。

ドルフィンズスマイルについて
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名古屋ダイヤモンドドルフィンズは
ドルフィンズスマイルを通じてSDGsに貢献しています
スポーツの力を活用した Planet, People, Peace の３つの分野における「オフコートの３P」アクションを
通して、Bリーグ統合と同じ年に採択され、Bリーグ開幕の年に始動したSDGsの達成に貢献し、プロ
スポーツクラブとしての社会的責任を果たします。
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※SDGsとは？
SDGsは、「Sustainable Development Goals（サステナブル・デベロップメント・ゴールズ）」の略称で、世界共通の目標として、気候変動や環境問題、
ジェンダー平等、教育、健康などに関する17の持続可能な開発目標と169のターゲットが設定されており、いずれも2030年までの達成を目指すものです。

SDGsとは
概要について 活動内容 協力・連携機関一覧 主なメディア掲載一覧ご挨拶

ファン
関心・
関連課題

地域社会
社会課題

パートナー
CSR理念

3P Bリーグ・世界スポーツ界の
絶大チャネル
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活動内容

楽しみながら社会貢献活動に参加
「Dolphins Smile Day」を開催

SDGsとは概要について
活動内容

協力・連携機関一覧 主なメディア掲載一覧ご挨拶

SON（スペシャルオリンピックス日本）愛知との連携

昨年に引き続き開催。自身の養蜂体験を通して自然の
大切さを歌うAsumiさんの歌を通して、環境のことを
考える貴重な時間となりました。
出演：瀬戸市出身シンガーソングライター Asumi

「環境ライブ」を開催

300名を超えるお客さまに一点物のキーホルダー作りに
ご参加いただきました。
協力：名古屋市環境局減量推進室、トナリの学校

選手が使用したボールをアップサイクル

地元の食材を食べて、CO2排出の削減に取り組む
「地産地消マルシェ」を出展。朝採れ苺などを販売
しました。
協力：GIFTS PREMIUM（ギフツプレミアム）

地産地消マルシェを開催

毎試合ホームゲーム会場でファンの皆さまに配布
しているマッチデープログラムを、イベント当日限定で
再生紙を使用した環境に配慮した素材で作成しまし
た。

環境に配慮したマッチデープログラム

キッチンカーの脱プラはシーズンを通して90％を達成。
イベント当日は、キッチンカー様にもご協力いただき
脱プラ100％を達成しました。

場外キッチンカー脱プラ100％達成

SOアスリート×ドルファミバスケット
ドルフィンズアカデミーコーチ指導の下バスケットクリニック
に参加。障がいの有無に関わらずバスケットボールを通して
交流を行いました。

SOアスリート×Asumi×ダイヤモンドルージュ
ライブパフォーマンス
GLAYが書き下ろしたSON公式応援ソング「YOUR SONG」を
コート上で歌唱。歌を通して共生社会の実現を表現しました。

SO競技ボッチャ体験ブース
SOアスリートがファンの皆さまへレクチャーを行いました。

SON・愛知アスリート　味岡 知弥 様
バスケットボールクリニックでドルフィンズファンの皆さんと一
緒にアカデミーコーチの指導で練習して楽しかったです。ハーフ
タイムで挨拶のコメントをする時は緊張しましたが、ファンの人
たちの大きな声援があってとても嬉しかったです。ありがとうご
ざいました。これからもスペシャルオリンピックスのバスケットプ
ログラムに参加して、大会で優勝できるよう頑張ります。

SON理事長、B.LEAGUEチェアマン来場
B.LEAGUE 島田 慎二 チェアマン、公益財団法人スペシャル
オリンピックス日本理事長 平岡 拓晃様が来場。SO競技
ボッチャ体験ブースの体験やSON・愛知との連携開始に関する
ご挨拶をいただきました。

 2024年4月20日（土）



SDGsとは概要について
活動内容

協力・連携機関一覧 主なメディア掲載一覧ご挨拶

活動内容

名古屋市交通局と連携
市バス・地下鉄来場キャンペーン
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「バガス容器循環実験イベント」にファン、選手、
GMが参加

10月の開幕戦に合わせて、10月限定の地下鉄名城線で
広告貸し切り列車（1編成）が運行。見学会に、レイ・
パークスジュニア 選手、菊池 真人 選手、張本 天傑 選手
が参加しました。

貸し切り列車の見学会に選手が参加

会場までの移動手段を市バス、地下鉄にすることで
CO2の排出を減らす活動。多くの方にご参加いただき、
85％の方が環境に配慮した移動手段を検討すると
回答されるなど、ファンの方の意識変革につながりました。
参加総数：8,837名（30試合）
1試合平均参加人数：295名、15試合来場：207名、
20試合来場：156名

協力：名古屋市交通局

キャンペーン参加者と選手が交流

選手マルシェで使用している土に分解する「バガス容器」に
入ったお弁当を食べ、「ドルフィンズファーム」に容器を
埋めて野菜作り。バガス入りの堆肥で、作られた野菜を
来シーズンの選手マルシェへ。循環実験イベントを初開催
いたしました。

主催：株式会社折兼、名古屋ダイヤモンドドルフィンズ株式会社
参加者：ドルフィンズスマイル気候変動プロジェクトアンバサダー
齋藤 拓実 選手、梶山 信吾 GM、ファン20名

協力：株式会社ジョインボ、NPO法人夢んぼ

齋藤 拓実 選手
ファンの方と直接お話しする機会は多くないので、とても貴重な時間になりました。お弁当を
食べてバガス容器を埋める体験は、自分自身本当に楽しみながら社会貢献活動につながる
活動であることを体感しました。子ども達もとても楽しそうに容器をちぎって埋めている姿が
印象的でした。気候変動プロジェクトのアンバサダーとして、今後もお客さまと一緒に学んで
いきたいです。市バス・地下鉄で来場して非売品缶バッジをプレゼント
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SDGsとは概要について
活動内容

協力・連携機関一覧 主なメディア掲載一覧ご挨拶

「脱プラ認定店」の出店
会場でのお楽しみの一つ、場外キッチン
カーや場内マルシェの9割以上の出店店舗も
環境に配慮した容器で提供。

ドルフィンズ直営店全て紙容器で提供
直営店「SPOUT BAR」では、「カップ」「ストロー」「ドリンクホルダー」など、環境に配慮
した紙資材で提供しています。

ゴミ分別、脱プラへの取り組み
バスケットゴールに見立てた「分別ゴミ箱」
を新たに設置、楽しくゴミを分別する仕組み
を提供。
協力：海と日本PROJECT

ホームゲーム会場での「脱プラスチック」の取り組み フードドライブ

選手プロデュース弁当に「バガス容器」
選手プロデュース弁当の容器に、さとうきび
の搾りかすから作られた、土に還る
「バガス容器」を使用。

10月　食品ロス削減月間

2023年10月7日（土）、8日（日）

「食品ロス削減月間」に名古屋市環境局様と共催で
フードドライブを実施。対戦相手SR渋谷とのコラボ
缶バッジを参加者へお渡ししました。

参加者：2日間合計188名 集まった食品：94.6kg

2024年4月13日（土）、14日（日）
愛知ダービー実施。対戦相手三河とのコラボ缶バッジを参加者へお渡しいたしました。また、株式会社
真城ホールディングス 様も事前に本社スタッフの皆さまがフードドライブに参加いただき、食品をご提
供いただきました。

参加者：2日間合計157名　集まった食品：115.5kg

協力：名古屋市環境局、認定NPO法人セカンドハーベスト名古屋



アップサイクル

300名を超えるお客さまに一点物のキーホルダー
作りにご参加いただきました。
協力：名古屋市環境局、トナリの学校

SDGsとは概要について
活動内容

協力・連携機関一覧 主なメディア掲載一覧ご挨拶

2023年8月12日（土）、13日（日）久屋大通公園　テレビ愛知「10チャン縁日」
2023年9月18日（月・祝）星が丘テラス　スターキャット「NAGOYA CINEMA 
Week 2023 with SDGs」

不要になったTシャツをエコバッグへ

選手が使用したボールを一点物のキーホルダーへ

ドルフィンズレッドに染められた社や絵馬は、
中務選手が廃材を使用し、自ら設計、造作、
色塗りを実施。1月開催のホームゲーム会場
設置期間中に、延べ300人の方々が願いを
込めた絵馬を書き、希望の選手からのサインを
入れてお客さまと交流しました。

中務 敏宏 選手プロデュース　廃材を使用した「ドルフィンズ大社」

参加したお客さまの声
大切にしていたTシャツを捨てるに捨てられずにいましたが、このようにエコバッグにしてまた
持ち歩けることを知り、とても楽しい企画に参加させてもらいました。自宅でも家族とまた挑戦し
てみようと思います！

参加したお客さまの声
昨年人気で参加できなかったので、楽しみにしてきました。選手が使用したボールはファンに
とってはとても貴重で、自分で柄やチャームなどを選べる1点ものになるのもとても嬉しいです。
毎シーズン楽しみにしております。

アップサイクル
捨てられるものに、アイディアやデザインなどのあたらしい付加価値を加えて、別のものに
アップグレードして生まれ変わらせること。

2023年11月3日（金・祝）星が丘テラス
2023年11月11日（土）ホームゲーム会場
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プロギング 世界最大級の消灯アクション「アースアワー」に参加
2024年3月23日（土）アースアワー

FM AICHI「Brother presents Music Earth」
に出演

チャンピオンシップで配布したライトをリサイクル

3 年間継続して参画。クラブ公式Ｘ（旧
Twitter）にて、気候変動プロジェクトアンバサダー
齋藤 拓実 選手、張本 天傑 選手の動画による
消灯の呼びかけを行い、ドルフィンズスタッフも
アースアワーに参加しました。

中京テレビ放送本社周辺の名古屋の街を
きれいにする活動を実施。菊池 真人 選手、
坂本 聖芽 選手が参加し、ファンの皆さま、
中京テレビ職員の皆さまと一緒にプロギング
を行いました。プロギングは継続的に実施
していますが、今回初めて選手が参加しました。

2024年3月24日（日）
今西 優斗 選手、若野 瑛太 選手、ダイヤモンドルージュの
RISAとMIRANO、公式マスコットディーディーが参加。中日
ドラゴンズ・名古屋グランパス・名古屋ダイヤモンドドルフィンズ、
3つのプロスポーツチームが集結した白川公園を一斉にスタート
し、ドルフィンズアリーナ往復コースでゴールを目指しました。

SDGsとは概要について
活動内容

協力・連携機関一覧 主なメディア掲載一覧ご挨拶

プロギングに選手が初参加

「プロスポーツチームのゆかりの地を巡りながら名古屋の街をきれいにしよう！」
プロギングに選手が参加

使用済「ルミカライト」の回収BOXを設置。
ルミカライトをリサイクルして再生産する取組みを
実施しました。

ドルフィンズスマイル担当がゲストスピーカーとして出演。ドルフィンズスマイルの活動に
ついてお話ししました。

坂本 聖芽 選手
初めてプロギングに参加しましたが、ファンの方と街をきれいにする活動ができ、とても充実した
時間を過ごせました。地球のために、自身でも目の前に落ちているゴミを拾うなど、生活の中に
取り入れていきたいと思いました。ご参加いただいたみなさま、ありがとうございます。

プロギング
スウェーデン発、ジョギングしながらゴミを拾う新しいフィットネス。スウェーデン語の
「plocka upp(拾う)」と英語の「jogging(走る)」を合わせた造語。

アースアワー
世界中の人びとが同じ日・同じ時刻に電気を消し、地球温暖化防止と環境保全の意志を
示す、世界最大の消灯アクション。

2023年7月22日（土）

2024年5月18日（土）、19日（日）、20日（月）08



活動内容

子ども食堂に新米をお届け！
「ドルフィンズ米プロジェクト」

坂本 聖芽 選手
自然災害などで稲の成長を心配していましたが、こんなに大きく育ってくれてとても嬉しいです。
たくさんの方のご協力でたくさんのお米を子ども達に届けることができます。ファンの皆さま、お米を
育てて下さった農家さん、セカンドハーベスト名古屋様、関わってくださった皆さまに感謝しています。
また、子ども達には、新米をたくさん食べて欲しいです。ドルフィンズとして活動している中で、
今回は個人ではなかなかできない活動で、皆さまのご協力があり実施できたことを心より嬉しく
思っています。まもなくシーズンが始まりますが、支えて下さっているファンの方へプレーで恩返し
できるようにがんばります。また、来年もこの活動ができるように応援していただきたいです。

つなぐ子ども未来「つなぐハウス」 代表 安藤 綾乃 様
このような貴重な機会をいただきありがとうございます。坂本選手と一緒に田植えを行った
ドルフィンズ米がこんなにも大きく立派に育ってくれて、また坂本選手と収穫まで一緒にできて
とても嬉しいですし、たくさんのご家族に食べていただけるのがとても楽しみです。ドルフィンズ
さんに感謝しています。また、実際に坂本選手が収穫したドルフィンズ米が、坂本選手が
プロデュースしたお弁当になって子ども食堂に届けられるとのことで、子ども達もとても楽しみ
にしています。

坂本 聖芽 選手
実際に田植え、稲刈りに参加した「ドルフィンズ米」を子ども達と食べることができ、子ども達も「おいしい！」
と言ってくれたので、とても嬉しかったです。ファンの皆さん、関係者の皆さまの協力があって、ドルフィンズ
米が大きく育ち、子ども達に届けられることをとても楽しみにしていました。子ども達には、たくさん食べ
てもらいたいと思います！また、今シーズンもドルフィンズ米募金が始まるので、継続して子ども達にお米を
たくさん届けられるよう、取り組んでいきたいです。子ども達には、子ども食堂などに送られる
「COCOチケット」で会場に来てもらい、僕のプレーにも期待して欲しいです！

SDGsとは概要について
活動内容

協力・連携機関一覧 主なメディア掲載一覧ご挨拶

2023年10月7日（土）、8日（日）
張本 天傑 選手、スコット・エサトン 選手がホームゲーム会場の
ブースで、ファンに向けて「ドルフィンズ米募金」の呼びかけを
行いました。

「ドルフィンズ米募金」を選手が呼びかけ

2023年10月5日（木）
子ども食堂へ坂本 聖芽 選手が訪問し、「選手プロデュー
ス弁当」発売前試食会を実施。30食のお弁当を子ども達
へ届けました。子ども達と試食したプロデュース弁当に使
用したお米は、坂本選手が実際に田植え、稲刈りを行った
「ドルフィンズ米」の新米を使用しました。
協力：一般社団法人 つなぐ子ども未来

「ドルフィンズ米」試食会に選手が参加

2024年5月30日（木）
津島市の田んぼで、「ドルフィンズ米募金」の贈呈式、田植えを
実施。ドルフィンズ米のお渡し先である子ども食堂の関係者や、
セカンドハーベスト名古屋様、田んぼの管理を行っていただく
事業者さまにもご参加いただきました。

「ドルフィンズ米」田植えに選手が参加

2023年9月27日（水）
津島市の田んぼで実施した「ドルフィンズ米」の稲刈りに
坂本 聖芽 選手が参加。子ども食堂の子ども達も参加し、一緒に
手作業で稲刈りを実施しました。

「ドルフィンズ米」稲刈りに選手が参加
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ドルフィンズ米プロジェクト
ドルフィンズに関わる皆さまの力を集結して子ども食堂などに新米を届けるプロジェクト。
シーズン中に集まった「ドルフィンズ米募金」を元手に田んぼの一区画を購入、愛知県内
の農家さんへ米作りを委託し「ドルフィンズ米」を作り、子ども食堂に新米を届けます。
本プロジェクトは、2年目を迎えました。苦しい状況にある
子ども達に「継続的」にお届けするため、今後のシーズンも引き
続き実施いたします。
協力：認定NPO法人セカンドハーベスト名古屋、つなぐ子ども
未来食堂、つしま子ども食堂、杉浦トラクター



SDGsとは概要について
活動内容

協力・連携機関一覧 主なメディア掲載一覧ご挨拶

中東 泰斗 選手がシーズン中に「ダンクシュート」を成功した試合数分、自身の着用している
バッシュをチャリティオークションし、全額こどもピースへ寄付。自身のプレーで社会課題解決となる
企画を実施しました。
【寄付金使用用途】
子ども達が何らかの事情で緊急保護される際に、里親家庭がこどもの受け入れのため、緊急で
準備する生活必需品の一部を寄付金で事前準備品として購入します。

あいち小児保健医療総合センターの
子ども達と交流

活動内容

NPO法人名古屋市里親会
こどもピースとの連携

「ドルフィンズのパワーとドルファミのサポートを
病気と闘う子ども達へ届けたい」という公式カメラマン
柴田 祐希氏の想いのもと、柴田氏がセレクトした
写真のチャリティオークションを実施。子ども達が
病気と闘いながらも、少しでも楽しめる時間をもてる
よう下記商品を寄贈しました。

【寄贈品】
・移動図書館ワゴン「ドルフィンズ号」
・うみの家劣化、リニューアルに伴う「ままごとキッチン台」

2024年4月24日（木）
寄贈商品の贈呈式、子ども達との交流のため昨年に引き続き、「子ども支援COCOプロジェクト
アンバサダー」の張本 選手が子ども病院を再訪。入院生活が長く中々外出できない
子ども達の病棟へ張本 選手が訪問し、ご家族の記念写真をドルフィンズ公式カメラマン
柴田氏が撮影し、後日ご家族へプレゼントしました。
協力：あいち小児保健医療総合センター

中東 泰斗 選手コメント
ドルフィンズスマイルの活動の一環で、児童養護施設に訪問させていただいたり、子ども達との交流を
通して、こども達に何かできる事が無いか検討していました。今回、以前からドルフィンズと交流の
ある、名古屋市里親会こどもピースの方から、子ども達が緊急で保護されるときに、靴下や靴を履いて
いない子どももいるという現状を聞きました。僕自身も子どもを育てる父親として現状に心を痛める
だけでなく、少しでも子ども達が喜んでくれる企画を実施したいと思いました。企画を実施するに
あたり、僕自身の企画をすぐに受け入れて下さったLinC様はじめ、名古屋市里親会こどもピースの
皆さまへ感謝しています。ダンクシュートは、ドルファミの皆さんにもとても喜んでいただける、会場が
大いに盛り上がるシュートだと思います。ダンクシュートを、子ども達により多く届けられるようプレー
しますので、注目いただけると嬉しいです。

張本 天傑 選手が子ども病院を再訪

選手の写真を子ども達の支援へ。チャリティオークションを実施
中東 泰斗 選手プロデュース「ダンクでLinC！プロジェクト」

2024年1月27日（土）、28日（日）
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活動内容

2023年9月9日（土）
三重県のキャンプ場で開催された「里親家庭交流　防災キャンプ」に中務 敏弘 選手がサプライズ
訪問し、子ども達へ花火や、キャンプで作るカレーの材料などを届けました。提供商品は、
齋藤 拓実 選手、中東 泰斗 選手、中務 敏宏 選手が企画したイベントの売上の一部から
購入、防災を学ぶ物品提供品として「アイラップ」「バガス容器」を届けました。

こどもピース主催のクリスマス会を三菱電機体育館で実施。ダイヤモンドルージュ、公式
マスコットが参加。当日は、過去最高の総勢133名の方が参加され、「ドルフィンズタイム」
には、協力企業の皆さまよりご提供いただいたクリスマスプレゼントやサイン入りグッズを
プレゼントしました。

中務 敏宏 選手
やってみて良かった、この一言に尽きます。無事にサプライズ訪問が成功し、子ども達が喜んで
くれる姿が見れて素直に嬉しかったです。冠ゲームのスポンサーさん始め、選手達にも協力して
もらい実施できました。ありがとうございます。僕自身初めて里親会のこども達と接したのですが、
プレシーズンゲームの疲れが吹き飛ぶくらい元気をもらいました。子ども達は、初対面にも関わらず、
一緒に花火をしたり写真を撮ったりとすぐに受け入れてくれて嬉しかったです。バスケットボールを
持ってキャンプに参加してくれている子もいて驚きました。これからも、みんなが喜んでもらえる
ような活動を一緒に取り組んでいきたいです。

NPO法人名古屋市里親会こどもピース 奥田 様
昨年度に引き続き、名古屋ダイヤモンドドルフィンズ様には当会のクリスマス会にご協力いただき
ありがとうございます。子どもたちひとりひとりへクリスマスプレゼントのお心遣いに心から
感謝いたします。これまでもイベントや試合観戦等を通じて、里親家庭で暮らす子どもたちは
交流を育んできました。スポーツを通じてより多くの方に里親制度を知ってもらえると嬉しいです。
これからも名古屋ダイヤモンドドルフィンズ様を応援しています。

SDGsとは概要について
活動内容

協力・連携機関一覧 主なメディア掲載一覧ご挨拶

2023年8月8日（火）
こどもピースが主催する夏祭りに公式マスコットディーディーが
サプライズ登場。子ども達にプレゼントを届けました。
この夏祭りは、里親会の交流を目的として開催されています。

  参加団体：NPO法人名古屋市里親会こどもピース、
  NPO法人チャイルドラインあいち 他

夏祭りにマスコットが参加

「里親月間」に開催されたホームゲーム会場で、里親の
啓発活動を実施。試合を観戦した約40名の里親会の
子ども達と、試合終了後の選手が交流しました。開幕戦の
2日間で総勢80名のご家族を「COCOチケット」で招待
いたしました。

里親啓発 10月 里親月間

防災キャンプに選手が参加

クリスマス会に参加
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NPO法人名古屋市里親会
こどもピースとの連携



オレンジリボン運動

2023年11月11日（土）
「児童虐待防止月間」に、児童虐待防止「オレンジ
リボン運動」を実施。チームスタッフやMCがオレンジ
リボンを着用し試合に臨みました。ブースでは、
オレンジリボンの啓発物を配布しお客様へ啓発活動を
実施いたしました。
協力：名古屋市青年局、NPO法人CAPNA、
特定非営利活動法人チャイルドラインあいち

2023年10月28日（土）、29日（日）
選手がウォーミングアップ時に点字加工を施したシャツを着用。中京大学伊藤ゼミと連携し、
選手名を手話で覚えるブースを企画。また、「聴覚障害者のバスケットボール観戦における
阻害要因」について研究している伊藤ゼミの学生のアンケート調査にご協力いただいた
聴覚障害者の方を試合にご招待しました。選手が着用した点字シャツはチャリティオークションを
実施し、発達性読み書き障害「ディスレクシア」・視覚障害者の方が使用する「音声教材/
オンライン教材」に活用いただく予定です。

2023年11月11日（土）
「児童虐待防止月間」に開催されたホームゲーム会場に、愛知県内の養護施設の子ども達を
COCOチケットでご招待し、試合終了後選手達と記念撮影など交流しました。

SDGsとは概要について
活動内容

協力・連携機関一覧 主なメディア掲載一覧ご挨拶

愛知FID※1バスケット連盟に所属する選手による前座
試合を実施。それぞれの参加チーム名が入った特別
デザインのTシャツがhummel 様より提供されました。
FID前座試合は2年連続で実施し、総勢200名を超える
FID関係者をCOCOチケットでご招待いたしました。
FID※1：for Persons with an Intellectual Disability（知的に障害
のある人）を意味する。

協力：愛知FIDバスケットボール連盟

FID 前座試合を実施

障がい者支援に繋げる点字シャツ着用、
中京大学の学生と連携

参加した子ども達の声
試合にご招待いただきありがとうございます。人生初のバスケットボールの試合は、臨場感、迫力
共に最高潮でした。一緒に応援する一体感は、「また観に行きたい」と思わせてもらいました。
試合後の選手との写真撮影もとても嬉しかったです。選手の身長の高さに驚きました。貴重な
機会をありがとうございます。これからも名古屋ダイヤモンドドルフィンズを応援します！

中京大学学生 コメント
会場にお越しいただいた多くのファンの皆様にブースに訪れて頂き、体験して頂いて、本当に感謝
しております。今後もこのような取り組みを続けさせていただければ幸いです。
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寄付先：ディスレクシア協会名古屋、社会福祉法人名古屋ライトハウス情報文化センター

協力：中京大学伊藤ゼミ



SDGsとは概要について
活動内容

協力・連携機関一覧 主なメディア掲載一覧ご挨拶

3月8日「国際女性デー」

日々頑張る女性を応援するべく、「ドルフィンズスマイル」の活動を
積極的に取り組んでいただいている「菱洋エレクトロ」で活躍
する女性リーダーとの対談を実施。営業をサポートする
オペレーション職から、社内初の営業職として活躍し、現在は
女性初の部長職に就任した田中葉子さんと、オペレーション職
として営業をサポートするチームでグループリーダーに就任した
日高千佳絵さんとチームのキャプテンであり、女性活躍推進
アンバサダーの須田 侑太郎 選手がリーダーシップについて対談。
ファンの皆さまが「私も頑張ろう」と前向きになったり、異なる
リーダー像の三人からのコメントが、地域の女性の勇気へ
つながるきっかけを提供しました。

愛知県知事の大村 秀章 様 にも選手と同じ4th
ユニフォームを着用いただきコメントを頂きました。

名古屋市で活躍する女性リーダーを表彰する企画。名古屋市立栄小学校
校長の松山 清美 様が受賞し、女性活躍推進アンバサダーの須田 侑太郎 
選手から表彰状の授与、花束を贈呈しました。

三菱電機コアラーズ選手よりメッセージ発信

須田 侑太郎 選手
ミモザデザインのバッシュ着用 須田 侑太郎 選手企画「SDYTR.シート」齋藤 拓実 選手企画「リルガイシート」

ミモザカラーの4thユニフォーム着用

名古屋市立栄小学校 校長 松山 清美 様
この度は、このような身に余る賞をいただき、誠にありがとうございます。
教員として38年間邁進してこられたのは、これまでかかわりのあった皆様方からのお力添えや励ましがあってこそと、
感謝をしております。
名古屋ダイヤモンドドルフィンズ様とのかかわりもその一つです。2年前まで、私は東区の矢田小学校に勤務して
いました。名古屋ダイヤモンドドルフィンズのすぐ近くにある学校です。その学校では、秋の挨拶運動の際に、
ドルフィンズの選手の方が数名、子どもたちと一緒に校門に立って、挨拶をしてくださいました。子どもたちは、
大きく、たくましくて、はつらつとした選手の姿に、憧れのまなざしを向けながら、いつもより元気な声で挨拶を
していました。その子どもたちの姿に私もエネルギーをいただいたのを覚えています。このような地域に密着した
活動を、多方面において、社会貢献として行っていらっしゃるドルフィンズの皆様方は、まさに、地元・名古屋を
活性化させる一翼を担っていると実感しています。
今、名古屋では、教育の在り方を見直し、より子ども中心の学びへ転換しようとしています。私が勤務する栄小学校
では、その実践校として、未来で活躍できる力が育つ授業づくりに取り組んでいます。今後は、探究的な学びなどに
おいて、社会との連携を一層進めていきたいと考えています。
これからの時代は、女性が、男性が、という性別にこだわらず、誰もが自分らしく輝いて生きていける社会であることが
望まれます。名古屋ダイヤモンドドルフィンズの皆様方の活動に敬意を表しながら、私も教育の現場でできることを、
今後も精進して参りたいと思います。本日は、本当にありがとうございました。

「きっかけ」を第一歩に変化を楽しむ！
「菱洋エレクトロ」で活躍する女性リーダー×須田侑太郎特別対談

動画で「女性へのエール」と「名古屋を共にバスケで盛り上げる」
メッセージをお客様へ届けました。

両選手が企画したシートでは、ミモザカラーの黄色をモチーフとした特典を用意し、 試合終了後には
各選手からミモザカラーの花束をプレゼント。 また、須田選手プロデュースSDYTR.シートでは、当日
須田選手が試合で着用したミモザ デザインのバッシュにサインを入れてお客様へプレゼントしました。

選手より女性ファンへ
ミモザの花束プレゼント

ミモザカラーの
ペンライト配布

対談記事はこちらから
ご覧いただけます

2023年10月7日（土）
ドルフィンズスマイル担当が中部経済新聞「ワーキング
ウーマン」の取材を受け、自身の経歴や、働く女性としての
想い、「ドルフィンズスマイル」についてお話いたしました。

記事はこちら（有料）

国際女性デー表彰「Dolphins Smile WOMEN AWARD 2024」

中部経済新聞「ワーキングウーマン」に
ドルフィンズスマイル担当の記事掲載

ダイヤモンドルージュもミモザ
カラーのリボンを着用しパフォー

マンスを実施。メンバー全員へイワタニ東海株式会社
様より「ミニマル」が贈呈されました。
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人権啓発

2023年12月9日（土）
「人権週間」に「第42回全国中学生人権作文コンテスト
愛知県大会表彰式」が開催され、豊橋市立二川中学校
1年の夏目武蔵さんの『優しさは周ると信じて』が、
「名古屋ダイヤモンドドルフィンズ賞」として選ばれ、
表彰状の授与が行われました。
協力：名古屋法務局、愛知県人権擁護委員連合会 2023年11月20日（金）

「スポーツと人権」をテーマとした授業で、中東 泰斗 選手、吉田 英司 U15ヘッドコーチが自身の挫折
経験を踏まえた特別授業実施。授業の後にはみんなでシュートに挑戦し、一本のシュートから、
失敗を恐れず挑戦したり、相手を思い合ってパスをだすなど、相手を思いやる大切さを学ぶことが
できました。

SDGsとは概要について
活動内容

協力・連携機関一覧 主なメディア掲載一覧ご挨拶

「人権スポーツ教室」に選手が参加
「人権週間」に開催された、ホームゲーム会場で人権に
関する啓発活動を実施いたしました。
協力：名古屋法務局

人権週間に啓発活動を実施 12月4日～10日 人権週間

名古屋市立笈瀬中学校「人権講和」に選手、スタッフが参加

全国中学生人権作文コンテスト「名古屋ダイヤモンドドルフィンズ賞」表彰

坂本 聖芽 選手
お互いが気持ちよく接することができる環境を作れるように、相手を思いやることが大切です。
今日も初対面のお友達が多かったですが、バスケットボールを通じて積極的にコミュニケーションを
取ることで、楽しいことに繋がります。相手を思いやって声を掛けてあげましょう。

名古屋法務局 様
昨年度に引き続き、今年度も名古屋ダイヤモンドドルフィンズ 様に「人権週間」の啓発活動に御協力
いただきありがとうございます。ドルフィンズアリーナでの啓発活動は、普段行っている啓発活動とは
異なる方々へ、人権に関する理解をいただく貴重な機会となっております。今後も地域の皆様に
人権について関心を持っていただけるよう名古屋ダイヤモンドドルフィンズ様と共に取組みを行って
まいります。

参加した生徒さまの声
言語が通じない＝関わらないのではなく、コミュニケーションは言葉だけでなく話そうとしている
気持ちでも伝わることを知りました。挫折したとしても諦めない心を持ち、挑戦し続けることが大切
だということがよく伝わりました。今日の2人のように少しだけでも挑戦していこうと思いました。

名古屋ダイヤモンドドルフィンズ 代表取締役社長 山下雄樹
人権週間である、12月9日、10日は、ドルフィンズアリーナでドルフィンズのホームゲームが開催されて
おりました。毎年、人権週間の期間中に開催される、ホームゲーム会場では名古屋法務局様にご協力
いただき、「人権啓発」を行っております。このような形で人権啓発活動にスポーツの力を活用して
いただけるのは、とても有意義な機会です。ありがとうございます。応募していただいた作文を毎年拝読
しておりますが、どの作文も中学生ならではの素直な思いが表現され、大変心打たれております。今回
応募いただいた中学生のみなさん、そして地域社会の未来のため、今後もドルフィンズスマイルの活動を
通して、すべての人の人権が尊重される社会づくりに貢献して参ります。

名古屋ダイヤモンドドルフィンズ賞
作文はこちら

2023年8月5日（土）
坂本 聖芽 選手、古賀 森人 選手、スクールコーチが
参加し、およそ60名の子ども達と交流。選手自身が
「新しい環境に飛び込んだ時に感じた思いやりの
心」についてや、「人と接するときに気をつけている
こと」など、実体験を通して感じたことを子ども達
に話しました。
協力：名古屋法務局人権擁護部
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絵本の読み聞かせ会に選手が参加

2023年9月2日（土）
佐藤 卓磨 選手自身の社会貢献活動「シュガプロ」で
制作した絵本「ぼくはキリン」をはじめとした絵本の
読み聞かせ会を実施。集まった50名の子ども達へ
「自分は幼いころ自信が無かったこともあったが、
バスケットボールに出会い、自信を持つことができた。
自分では気づいていないかもしれないが、みんなにも
一人一人必ず異なる強みがあるので、自信を持って
過ごしてほしいです」と伝えました。
協力：名古屋市東図書館

ドルフィンズスマイルコーヒーバッグ
one buy one coffee販売

「ベースコーヒー株式会社」様が「嗜好品である
コーヒーを、どうにか社会活動の一環として、必要と
されるものに消化できるような取り組みを実施
したい」との想いで、「ドルフィンズスマイルドリップ
バッグ」1個購入につき同ドリップバッグを1個
寄付する企画を実施しました。

　寄付先：認定NPO法人セカンドハーベスト名古屋

SDGsとは概要について
活動内容

協力・連携機関一覧 主なメディア掲載一覧ご挨拶

佐藤 卓磨 選手
たくさんの子ども達が集まってくれてとても嬉しかったです。人生で2回目の読み聞かせだったので、
とても緊張しましたが、子ども達がとても元気に楽しそうに聞いてくれたので、僕自身もとても楽しませて
いただきました。僕は小さいころから絵本が大好きで、両親にたくさん絵本を読んでもらいました。
好きなことで始めたことが社会貢献活動につながっていることに自分自身驚いています。「ぼくは
キリン」は寄贈用に制作した絵本なので、名古屋市にももっと支援の輪を広げていきたいと思っています。

赤い羽根共同募金

2023年9月17日（日）
三菱電機体育館で開催されたプレシーズンゲームで赤い羽根
共同募金を実施。ドルフィンズスマイルアンバサダー3選手が
デザインされた環境に配慮したエコクリアファイルを配布しました。

募金総額：60,378円
連携：東区社会福祉協議会

12月　寄付月間
2023年12月10日（日）　
「寄付月間」に開催されたホームゲーム会場で赤い羽根共同募金
を実施。齋藤 拓実 選手、佐藤 卓磨 選手がデザインされた環境に
配慮したエコクリアファイルを配布しました。また、当日は、フロント
スタッフが赤い羽根を着用しました。
　募金総額：103,926円
　連携：愛知県共同募金会

ヘルプマーク啓発 毎年12月3日～9日　障害者週間

2023年12月9日（土）
「障害者週間」に実施された試合で、ヘルプマークの普及
啓発活動を実施。4,000名を超えるお客様へ、ヘルプ
マーク、ヘルプカードの啓発チラシを配布しました。
協力：名古屋市健康福祉局

名古屋市健康福祉局障害企画 様
名古屋ダイヤモンドドルフィンズ様と連携し、令和２年度より「ヘルプマーク」の普及啓発活動を開始し、
今年で４回目の実施となりました。当日は、大勢の方へ啓発チラシを配布することができました。関心を
持ってチラシを読んでいただいた方も多く、また、障害のある方からのご相談もあり、実際に「ヘルプ
マーク」を配付することもできました。「ヘルプマーク」は、援助が必要な方のためのマークです。外見
からは分からなくても援助が必要な方はいます。ひとりでも多くの方に「ヘルプマーク」への理解を
深めていただき、困っている方への 思いやりのある行動をお願いしたいと思います。
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ドルフィンズは、ドルフィンズスマイルを始動した2020-21シーズンより、
献血の啓発活動に協力しています。献血啓発

SDGsとは概要について
活動内容

協力・連携機関一覧 主なメディア掲載一覧ご挨拶

「中部ウォーカソン国際チャリティフェスティバル」に協力

愛知県赤十字血液センター 様
いつも献血の普及啓発活動をご支援いただき誠にありがとうございます。若年層の献血協力者数が、
ここ10年間で約30％減少しており、将来の輸血用血液の安定供給に支障をきたす恐れがあります。 
スポーツを通じて地域貢献をしていくという、名古屋ダイヤモンドドルフィンズ様の活動により、
バスケットボールと献血という、一見、交わりのないものを繋ぐことができました。こういった協働を
継続いただき、より多くの方に献血について伝えられるようご支援いただけると幸いです。

献血ルームゲートタワー26「名古屋ダイヤモンドドルフィンズ展」
期間：2024年1月3日（水）～31日（水）

エアポートウォーク名古屋「はたちの献血キャンペーン」
2024年1月1日～2月29日「はたちの献血」キャンペーン

アスナル金山
「学生サマー献血キャンペーン2023」

2024年 1月6日（土）、7日（日）
ドルフィンズスマイルパネルや、選手サイン入りユニフォームを展示。期間中に献血に協力
いただいた方へ試合観戦クーポンを配布しました。また、ホームゲーム会場で、献血の啓発活動を
実施。ドルフィンズスマイルアンバサダーの3選手を起用したエコクリアファイルを配布し、啓発
活動を行いました。
協力：献血ルームゲートタワー26

2024年5月19日（日）
名城公園で開催されたチャリティイベント「中部ウォーカソン国際チャリティフェスティバル」の
ラッフル景品として、ドルフィンズから、齋藤 拓実 選手、中東 泰斗 選手のサイン入りアイテムを
提供。イベントの収益は全額、名古屋のNPO団体に寄付されます。

主催：ACCJ（在日米国商工会議所）中部

2023年8月20日（日）
  献血協力者数：受付80名、献血できた方59名

イオンモール長久手
「全国学生クリスマス献血キャンペーン2023」

2023年12月17日（日）
  献血協力者数：受付90名、献血できた方80名

2024年2月12日（月・祝）

  献血協力者数：受付60名、献血できた方50名

協力：愛知県赤十字血液センター
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学校、保育所との連携　
企業訪問などに選手が協力

一般社団法人名古屋市東法人会矢田支部 様
選手の皆さんシーズン前のお忙しい中でしたが、このような貴重な機会をいただきありがとうございます。
参加した小学生のみなさんが、今日一日でバスケットボールの大ファンになるような時間だったと
思います。とても暑い日で、何より無事に親子レクリエーションを開催できたことを安堵しています。
東法人会矢田支部として、同じ「名古屋市東区矢田」で活躍する名古屋ダイヤモンドドルフィンズを
引き続き応援しています！

2023年8月27日（日）

  参加選手：伊藤 達哉 選手、佐藤 卓磨 選手、
  三菱電機コアラーズの選手
  内容：トークショーやバスケットボール親子教室

協力：一般社団法人名古屋市東法人会矢田支部、
矢田小学校PTA

SDGsとは概要について
活動内容

協力・連携機関一覧 主なメディア掲載一覧ご挨拶

参加した生徒さまからの声
挫折は悪いことだと思っていたけど講話を聴いて必ずしも悪いことばかりではないことが分かりました。
チームメイトと積極的にコミュニケーションをとることで、人間関係が築け、良いプレイや仕事ができる
ことを教えてもらいました。

参加した生徒さまからの声
バスケだけでなく、たくさんのイベントを実施していることを初めて知りました。仕事に携わっている
全ての人に情報を伝えるために、コミュニケーションを自ら取っていくことの大切さを学びました。
実際に選手が試合をするコート上でシュート体験ができたことはとても貴重で嬉しかったです。

名古屋市立矢田小学校「親子レクリエーション教室」

2023年11月27日（月）

  参加者：坂本 聖芽 選手、吉田 英司 U15ヘッドコーチ
  内容：挫折経験を踏まえた特別授業。シュートチャレンジ

2024年1月17日（水）

  参加生徒：6名
  内容：ドルフィンズアリーナの設営風景を見学。興味のある仕事内容に関して質疑応答。シュート体験

名古屋市立冨士中学校「職業人講和」

名古屋市立桜丘中学校「職場訪問」

参加した生徒さまの声
最初は、バスケをすることとSDGsに取り組むことがまったく別だと思っていました。でも、SDGsに
取り組むことで、バスケを知ってもらうという方法で取り組んでいることを知り、本当に驚きました。
選手のみなさんが、社会貢献活動をしていると知って驚きました。話を聞いて、私も社会貢献活動を
してみたくなりました。

2023年10月6日（金）
  参加生徒：6年生135名
  内容：翌日開幕戦を迎えるドルフィンズアリーナの
  設営風景を見学。ドルフィンズスマイルの活動紹介

江南市立布袋小学校「SDGs校外学習」
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SDGsとは概要について
活動内容

協力・連携機関一覧 主なメディア掲載一覧ご挨拶

名古屋市立天白中学校「職場訪問」

参加した生徒さまからの声
今回の職場見学を通して、私は将来このような職場で働きたいと思いました。私がやっている水泳や
陸上と結びつくことが多く、将来のためだけでなく、今の自分にも役立つことがたくさんありました。
宝物の時間になりました。

2024年1月25日（木）

  参加生徒：4名
  内容：総合的な学習の時間「名古屋にまつわる産業や伝統文化に関わる職場や施設を見学・
  体験し、地域と自分たちの生活との関わりを実感させる」ことを目的に興味のある企業を訪問。
  選手、スタッフの仕事に関する質疑応答

なごや健康マイレージ協賛

愛知県と名古屋市が協働して皆様の健康づくりを応援する「なごや健康マイレージ」事業。
健康づくりに取り組んでポイントを貯めるお楽しみ特典に、ドルフィンズスマイルアンバサダー
齋藤 拓実 選手、須田 侑太郎 選手、張本 天傑 選手のサイン入り練習球を提供しました。
協力：名古屋市健康福祉局健康増進課

参加した生徒さまの声
学校では学ぶことのできない貴重な体験をさせていただきありがとうございます。職場訪問を通して、
働くことの楽しさややりがいを感じることができました。地域のために活動を行っていることを知り
とても感動しました。

2024年2月2日（金）

  参加生徒：4名
  内容：職業学習の一環で選手、スタッフの仕事に関する
  質疑応答。自主練習を行っていたティム・ソアレス選手が
  サプライズで子ども達と交流。アウェー遠征に出発する
  選手のお見送り体験

名古屋市立鎌倉台中学校「職業学習」

2023年12月22日（金）

  参加者：園児約30名、公式チアリーダーズ「ダイヤ
  モンドルージュ」、公式マスコット「ディーディー」
  内容：地域の子ども達へ運動の機会を提供「ダンス
  プログラム」、シュートチャレンジ

志賀ちとせ保育園「クリスマス会」に参加

2024年1月24日（水）

  参加生徒：18名
  内容：働くことの意義や社会との関わり方を学ぶ。選手、スタッフの仕事内容に関する質疑応答

愛知県立日進西高等学校「職場訪問」

2024年1月23日（火）

  参加者：張本 天傑 選手、吉田 英司 U15ヘッドコーチ
  内容：大須小学校が取り組む「8つの力」主に
  「おもいやるちから」を用いた特別授業。
  シュートチャレンジ

名古屋市立大須小学校「8つの力」を育む特別授業
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活動内容

クラブ初、試合日に避難訓練を実施

2024年1月27日（土）
試合開催日にクラブとして初めて、地震発生を想定した避難訓練を実施。ファンの皆さま、選手、
チームスタッフ、クラブスタッフ、興行に携わるパートナー約1,000名が参加し、およそ10分で
全員が避難を終了することができました。
協力：名古屋市中消防署予防課、ドルフィンズアリーナ、名古屋市大学生消防団

「そなえてバスケ supported by 日本郵便」
クラブ対抗企画「そなえてバスケ杯」に参加
総合順位B1クラブ3位を獲得！

B.LEAGUEの社会的責任活動

2024年2月6日（火）～3月24日（日）
「B.LEAGUE Hope」のプロジェクトの一環で、
バスケットボールを通じて防災意識向上を目指す
本企画。ファン参加の防災模試や防災アクション
実施がポイントとなり昨年より1つ順位をあげて
B1クラブで総合3位を獲得しました。また、防災
模試参加者へオリジナル非常持ち出し袋、災害
避難カードを配布しました。

SDGsとは概要について
活動内容

協力・連携機関一覧 主なメディア掲載一覧ご挨拶

PEACE

参加したお客さまの声
試合観戦中に自身が起こることは十分に想定できます。
備えておくことで少しでも　冷静に行動できると
思います。これからも定期的に行って欲しいです。
学校や保育園などではなく、大勢が集まる場所での
避難訓練は初めてて、子どもとも一緒に確認しながら
訓練に参加出来て良かったです。耐震補強されている
建物では「待機」が基本であることは知らなかった
です。事前に知ることができてとても良かったです。
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活動内容

ドルフィンズ練習場で救急救命講習を実施 消防団団員募集、防災啓発活動を実施

「防災の日」に選手がメッセージを発信

eスポーツで防災を学ぶ  仮想空間で地震！？
ゲームを使ってドルフィンズアリーナから避難訓練

2023年8月8日（火）
伊藤 達哉 選手、フロントスタッフ、スクールコーチが参加。バスケットボールの興行やスクール
運営、トップチームの練習など、緊急時に対応できるスタッフ教育の一環として実施いたしました。
協力：名古屋市消防局、名古屋市東消防署、名古屋市大学生消防団

「防災の日」である9月1日に、ドルフィンズ
スマイル気候変動プロジェクトアンバサダーの
齋藤 拓実 選手、坂本 聖芽 選手が動画に出演
し防災に関してファンに呼びかけました。

2023年11月12日（日）、12月9日（土）
須田 侑太郎 選手が「防火衣」を着用したデザインの
環境に配慮したハリセンを配布。ファンの皆さまへ
消防団の団員募集を呼びかけました。また、名古屋市
大学生消防団と連携し、ブースで応急手当体験、消防
団車の展示を行い、ファンの皆さまへ啓発活動を実施
しました。
協力：名古屋市消防局、名古屋市大学生消防団

2024年3月3日（日）
スポーツビジネスサークル『名古屋・東海スポBizカレッジ』
通称”ガチスポ”の学生が考案した「eスポーツ×防災」を
テーマとする体験型ブースを出展。参加者がNintendo 
switchを操作し、ゲーム内で避難訓練を体験。ゲーム内に
完全再現されたドルフィンズアリーナの観客席から、実際の
ドルフィンズアリーナの避難経路と同じルートで屋外まで
避難していただきました。
協力：一般社団法人愛知eスポーツ連合

SDGsとは概要について
活動内容

協力・連携機関一覧 主なメディア掲載一覧ご挨拶

PEACE

伊藤 達哉 選手コメント
呼びかけや、初期行動、AEDの使用方法などを教えていただき、まずはためらわず行動することが
一番大切だと思いました。特に、応急手当の現場では、心臓マッサージをする人、救急車を呼ぶ人
など役割分担を的確に行い、バスケットボールと同様にチームワークが重要ということを知りました。
今日学んだことを、ドルフィンズの選手にもしっかりと伝えていきたいと思います。
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災害支援金募金活動に選手が参加

活動内容

令和6年能登半島地震被災地支援

2024年1月6日（土）、7日（日）
B.LEAGUE Hopeと連携し、試合会場での災害支援金の募金活動を実施。
【参加選手】
[名古屋D]　菊池 真人 選手、張本 天傑 選手、須田 侑太郎 選手、中東 泰斗 選手
[三遠]　     大浦 颯太 選手、佐々木 隆成 選手

  募金総額：934,891円

SDGsとは概要について
活動内容

協力・連携機関一覧 主なメディア掲載一覧ご挨拶

PEACE

須田 侑太郎 選手が自身のブランドのチャリティTシャツを販売

2024年4月13日（土）、6月1日（土）
須田 侑太郎 選手がクラブに企画を提案し、限定デザインのチャリティTシャツの製作、販売
までを須田選手自身が行いました。集まった義援金は、日本赤十字社愛知支部を通して、
各被災県に設置される災害義援金配分委員会を通して、全額が被災された方々の生活支援に
役立てられます。

　販売枚数：600枚
　募金総額：1,000,320円（一部須田 侑太郎 選手寄付）
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SDGsとは概要について 活動内容 主なメディア掲載一覧ご挨拶
協力・連携機関一覧

協力・連携機関一覧

ドルフィンズスマイルの活動は、企業・団体様の
ご支援ご協力により実施しております

【行政機関等】

 ・名古屋市環境局資源化推進室（フードドライブ）

 ・名古屋市環境局減量推進室（アップサイクル）

 ・名古屋市子ども青少年局子ども福祉課（児童養護施設招待）

 ・名古屋市子ども青少年局子育て支援部子ども福祉課子ども福祉係（オレンジリボン）

 ・名古屋市役所健康福祉局 障害福祉部障害企画課（ヘルプマーク）

 ・名古屋市子ども青少年局　保育部　保育運営課（幼稚園、保育所招待）

 ・名古屋法務局人権擁護部（人権啓発、中学生人権作文コンテスト表彰）

 ・名古屋市健康福祉局健康部健康増進課（なごや健康マイレージ）

 ・名古屋市交通局（公共交通機関来場促進LINEスタンプラリー）

 ・愛知県県民文化局男女共同参画推進課（あいち女性輝きカンパニー）

【NPO・地域団体】

＜子ども支援COCOプロジェクト連携パートナー＞

 ・認定ＮＰＯ法人セカンドハーベスト名古屋（フードドライブ、ドルフィンズ米プロジェクト）

 ・特定非営利活動法人チャイルドラインあいち（児童虐待防止オレンジリボン）

 ・認定NPO法人CAPNA（児童虐待防止オレンジリボン）

【NPO・地域団体】

＜その他＞

 ・NPO法人名古屋市里親会こどもピース（夏祭り、クリスマス、試合招待、中東選手ダンク企画等）

 ・公益社団法人 スペシャルオリンピックス日本・愛知（クリニック、ボッチャ体験等） 

 ・一般社団法人つなぐ子ども未来（プロデュース弁当試食会、ドルフィンズ米プロジェクト）

 ・つしま子ども食堂（ドルフィンズ米プロジェクト）

 ・津島トラクター（ドルフィンズ米プロジェクト）

 ・NPO法人 児童虐待防止全国ネットワーク（オレンジリボン）

 ・ディスレクシア協会名古屋（音声教材/オンライン教材） 

 ・社会福祉法人 ライトハウス情報文化センター（音声教材/オンライン教材）

 ・一般社団法人 海と日本プロジェクト（会場内ゴミ箱設置）

 ・愛知県赤十字血液センター 献血ルームゲートタワー26
  （献血啓発、名古屋ダイヤモンドドルフィンズ展）

 ・愛知県赤十字献血センター（はたちの献血、学生サマー献血啓発）

 ・日本赤十字社愛知支部（令和6年能登半島地震被災地支援）

 ・社会福祉法人愛知県共同募金会（赤い羽根共同募金）

 ・東区社会福祉協議会（赤い羽根共同募金会）

 ・あいち小児保健医療総合センター（張本選手病院訪問）

 ・ACCJ（在日米国商工会議所）中部支部（第33回中部ウォーカソン）

 ・一般社団法人愛知eスポーツ連合（eスポーツ×防災）

【教育機関】

 ・名城大学プロスポーツビジネス研究会

 ・中京大学スポーツマネジメント学科

※各カテゴリ、プロジェクト実施順、敬称略
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主なメディア掲載一覧

・（テレビ愛知）丸山桂里奈のチャレンジSDGs
https://youtu.be/5giNQIIs8fQ

・（東海農政局）プロバスケチームの地域貢献ドルフィンズスマイルを応援！
https://www.youtube.com/watch?v=3iGjvcc0kQg

【ドルフィンズスマイル取り組み】

・（中京テレビ）名古屋ダイヤモンドドルフィンズが参加　ゴミ拾い×ジョギング「プロギング」
https://www.ctv.co.jp/news/article/?38eb8a16ce5d42fa9e7a8a8bab2a3b78
・（中京テレビ）「エブリサタデー」スポーツSDGs WEEK 　名古屋ダイヤモンドドルフィンズとコラボ選手と一緒にプロギング開催！
https://www.ctv.co.jp/sports-sdgs/

・（CBC）ジョギングしながらごみ拾い「プロギング」名古屋で130人が一般参加
https://newsdig.tbs.co.jp/articles/cbc/1071515

・（中日新聞）アスリートと走ってごみ拾い名古屋中心部で「プロギング」
https://www.chunichi.co.jp/article/875886

・（中京テレビ）循環型実験イベント開催　名古屋ダイヤモンドドルフィンズ　　愛知・愛西市
https://news.ntv.co.jp/n/ctv/category/life/ct21ee444150ba4971840e39ee1601e6aa

【PLANET】

・（テレビ愛知）「5時スタ」名古屋ダイヤモンドドルフィンズ伊藤達哉選手が救急救命学ぶ　講師は大学生消防隊
https://tv-aichi.co.jp/5sta/

・（中日新聞）バスケも手当てもチームワークが鍵
・（中京テレビ）名古屋ダイヤモンドドルフィンズ　南海トラフ地震を想定し避難訓練
https://news.yahoo.co.jp/articles/5ceb12475952e09aa36927a9a7c355c78af7fce4

・（中日新聞）ホーム戦で地震だ！すぐさま外へ　B1ドルフィンズ、観客と避難訓練
https://www.chunichi.co.jp/article/844572

・（CBC）プロバスケットボール「Bリーグ」の試合中に南海トラフ巨大地震の発生を想定した訓練
https://www.youtube.com/watch?v=p1c6wKbzozc

・（毎日新聞）試合中に「震度6強」想定　選手と観客、避難訓練　B1・ドルフィンズ　1000人超参加
https://mainichi.jp/articles/20240202/ddl/k23/040/164000c

・（朝日新聞）バスケの試合中、南海トラフ地震が起こったら…選手と観客が避難訓練
https://www.asahi.com/articles/ASS3G5FMJS33OIPE003.html

【PEACE】

・（中日新聞）ドルフィンズ　能登地震被災地支援
https://www.chunichi.co.jp/article/883656

【令和6年能登半島地震被災地支援】

・（中京テレビ）「キャッチ！」スポーツSDGs WEEK 　スポーツの力で、手術を待つ女の子に勇気を！
https://www.ctv.co.jp/sports-sdgs/

・（バスケットボールニュース）佐藤 卓磨 選手が子ども達へ絵本の読み聞かせ会を実施
・（毎日新聞）自作絵本を読み聞かせ　バスケ日本代表・佐藤選手「ぼくはキリン」／愛知
https://mainichi.jp/articles/20230928/ddl/k23/040/114000c

・（毎日新聞）自作絵本を読み聞かせ「ファンへの恩返し」熱心に
・（朝日新聞）子ども食堂に新米届けよう　名古屋Dの「ドルフィンズ米」稲刈り
https://www.asahi.com/articles/ASR9W6THMR9WOIPE00D.html

・（中京テレビ）「キャッチ！」ドルフィンズ米企画
・（中日新聞）育てた「ドルフィンズ米」で弁当　選手ら名古屋の子ども食堂訪れ寄贈
https://www.chunichi.co.jp/article/783407
・（月刊バスケットボール）ヒュンメル×名古屋Dで限定点字Tシャツを発表、ディスレクシアの理解促進のため売上の一部を寄付
https://www.basketball-zine.com/article/detail/114030

・（Yahoo!）名古屋ダイヤモンドドルフィンズが社会貢献活動の一環として点字シャツを発表！
https://news.yahoo.co.jp/articles/ccf1034cc157edd1877ad24de2fc56059a0f5f27

・（Basketball2for1）名古屋ダイヤモンドドルフィンズが社会貢献活動の一環として点字シャツを発表！
https://bballnews2for1.jp/?p=13714

・（BIGLOBE　NEWS）ヒュンメルと名古屋ダイヤモンドドルフィンズが点字シャツを発表！
https://news.biglobe.ne.jp/economy/1017/prt_231017_7758968607.html

・（Goo NEWS）名古屋ダイヤモンドドルフィンズが社会貢献活動の一環として点字シャツを発表！
https://news.goo.ne.jp/article/thedigestweb/sports/thedigestweb-73535.html

・（中日新聞）「点字シャツ」で視覚障害者を支援　バスケ名古屋ドルフィンズとヒュンメル、売上金を寄付
https://www.chunichi.co.jp/article/916811

【PEOPLE】

https://www.bs.jrc.or.jp/tkhr/aichi/2023/02/in21.html

SDGsとは概要についてご挨拶

・（クローバーテレビ）ドルフィンズ米

・（中京テレビ）「キャッチ！」中東選手ダンク企画
・（中日新聞）小児病院 交流

・（毎日新聞）小児病院、患者と交流　バスケ・名古屋の張本選手

・（読売新聞）Ｂリーグ・名古屋ドルフィンズ選手　入院の子供を激励…あいち小児保健医療総合センター
https://www.yomiuri.co.jp/local/aichi/news/20240427-OYTNT50169/

・（毎日新聞）名古屋D「夢」かなえる
https://mainichi.jp/articles/20231210/ddl/k23/050/055000c

・（中京テレビ）プロバスケチームのチアリーダーとマスコットが保育園のクリスマス会に
https://news.yahoo.co.jp/articles/d17a0d966a17c8c887d94afa3695340b72673635

・（読売新聞）サンタ衣装で「チア」贈る　ドルフィンズ、里親会クリスマスで
https://www.yomiuri.co.jp/local/aichi/news/20231224-OYTNT50081/

主なメディア掲載一覧
協力・連携機関一覧活動内容
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・（中日新聞）虐待防止など訴え社会貢献　名古屋・西区でドルフィンズと中京大生
https://www.chunichi.co.jp/article/806356

・（テレビ愛知）プロバスケ「名古屋ダイヤモンドドルフィンズ」の坂本聖芽選手が田植え　新米を子どもたちへ
https://news.tv-aichi.co.jp/single.php?id=4970

・（毎日新聞）子ども食堂に米を　ドルフィンズの坂本選手田植え　津島／愛知
https://mainichi.jp/articles/20240531/ddl/k23/040/149000c



主なメディア掲載一覧

【献血啓発】

SDGsとは概要についてご挨拶
主なメディア掲載一覧

協力・連携機関一覧活動内容

愛知県赤十字献血センターホームページ   https://www.bs.jrc.or.jp/tkhr/aichi/2023/01/post-270.html
                                                       https://www.bs.jrc.or.jp/tkhr/aichi/2023/12/2023-112.html

【名古屋市里親会こどもピースとの連携】
名古屋市里親会こどもピースホームページ   https://nagoya-satooya.com/nagoya-dolphins_20231007_08

【防災】
名古屋市ホームページ   　https://www.city.nagoya.jp/shobo/page/0000166205.html

【ドルフィンズスマイルコーヒーバッグ one buy one coffee】
ベースコーヒー様ホームページ   https://basecoffee.jp/column/news/1659/
認定NPO法人セカンドハーベスト名古屋   https://www.2h-nagoya.org/information/page/3

https://radiko.jp/#!/ts/FMAICHI/20230725193000
ドルフィンズスマイルの活動紹介、活動に参加する選手の想い、今後のプロジェクトについてお話ししました。

・（FM AICHI）Brother presents Music Earth

https://www.chukei-news.co.jp/news/2023/10/07/OK0002310070e01_01/
自身の経歴や、働く女性としての想い、ドルフィンズスマイルの活動について掲載いただきました。

・（中部経済新聞）ワーキングウーマン

＜登壇・メディア出演実績＞
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名古屋市ホームページ　　https://www.city.nagoya.jp/kankyo/page/0000096920.html
認定NPO法人セカンドハーベスト名古屋   https://www.city.nagoya.jp/kankyo/page/0000096920.html

【フードドライブ】

名古屋法務局ホームページ　　https://houmukyoku.moj.go.jp/nagoya/
【人権啓発】

名古屋市ホームページ　　https://www.city.nagoya.jp/kankyo/page/0000155895.html
【アップサイクル】

＜主催者等による活動掲載＞



COCOチケットパートナー様にご協賛いただき、年間を通じて子ども達を試合会場へご招待しています。
2023-24 招待実績：2,081名
主なCOCOチケット配布先：名古屋市里親会こどもピース、子ども食堂、養護施設、愛知FIDバスケットボール連盟

COCOチケット

Partner

Dolphins Smile
活動レポート
詳細はこちら

ドルフィンズスマイルパートナー


